平成２０年６月９日
当座勘定取引先

（受渡先を有する先）　御中

保　　管　　店　　

日　本　銀　行

「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（保管店における
現金受払用）」の一部改正について

今般、規程整備を図る観点から、「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（保管店における現金受払用）」の一部を別紙のとおり改正し平成２０年６月１８日から実施することとしましたので、通知します。
日本銀行では、平成１９年５月に公表した「日本銀行当座預金・現金供給サービスに関する見直し策──関係者のご意見を踏まえて──」において、取引先金融機関の本支店のみならずその事務所等や、取引先金融機関が別法人を代理人に選任して勘定店との間で現金受払を行っている場合の当該別法人の店舗等も、受渡先として認めることとしましたが、本改正は、これを規程上明確にするためのものです。したがいまして、本改正により、保管店における現金受払事務に特段の変更はございませんので申し添えます。
なお、本通知は、日本銀行ホームページの｢日本銀行関連サイト｣－「業務上の事務連絡」－｢現金受払事務等関連｣(http://www5.boj.or.jp/hakken/hakken.htm)に掲載しています。また、改正後の「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（保管店における現金受払用）」についても、実施日に同サイトに掲載します。
以　　上
別紙

「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（保管店における
現金受払用）」中一部改正

○　１．（１）ハ．を横線のとおり改める。

１．基本的な事項

（１）用語の定義
ハ．受渡先　　取引先のために保管店において現金受払を行うその取引金融機関（別法人を代理人に選任して勘定店との間で現金受払を行っている場合においては、その別法人）の店舗等をいいます。
















































